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詞林　第62号　2017年10月

一
．
序一

．
一
．
は
じ
め
に

　

本
論
は
古
典
の
物
語
作
品
中
の
登
場
人
物
等
に
よ
る
対
話
場
面
を
取

り
上
げ
、
対
話
の
話
者
が
交
替
す
る
位
置
に
現
れ
る
「
サ
テ
」
に
注
目

し
て
そ
の
機
能
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。「
サ
テ
」は
指
示
副
詞「
サ
」

に
接
続
助
詞
「
テ
」
が
付
い
た
語
構
成
を
持
ち
、
古
代
か
ら
使
用
さ
れ

て
き
た
語
で
あ
る（

（
（

。
中
古
物
語
作
品
に
お
い
て
「
サ
テ
」
は
、

（
1
）「
ね
む
ご
ろ
に
も
、
尋
ね
問
は
で
、
さ
て
、
な
ま
疑
ひ
て
ぞ
、
と

き
ど
き
、
も
の
い
ひ
や
り
け
る
。」（『
平
中
物
語
』
三
六
段
、
五
二
三

頁（
（
（

）
と
、
副
詞
的
用
法
で
、
ま
た

（
2
）「
む
か
し
、
男
、
武
蔵
の
国
ま
で
ま
ど
ひ
歩
き
け
り
。
さ
て
そ
の

国
に
あ
る
女
を
よ
ば
ひ
け
り
。」（『
伊
勢
物
語
』
十
段
、
一
二
三
頁
）

と
、
接
続
詞
的
用
法
で
用
い
ら
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
、

（
3
）「
こ
の
鹿
の
鳴
く
は
聞
き
た
う
ぶ
や
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
さ
聞

き
は
べ
り
」
と
い
ら
へ
り
け
り
。
男
、「
さ
て
、
そ
れ
を
ば
い
か
が
聞

き
た
ま
ふ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
女
ふ
と
い
ら
へ
け
り
。」（『
大
和
物
語
』

一
五
八
段
、
三
九
四
頁
）

と
、
対
話
場
面
の
話
者
が
交
替
す
る
位
置
に
現
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
。

本
論
で
は
こ
の
よ
う
な
、
物
語
作
品
中
の
登
場
人
物
等
に
よ
る
対
話
場

面
の
話
者
が
交
替
す
る
位
置
に
現
れ
る
「
サ
テ
」
に
注
目
し
、
そ
れ
を

「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
と
名
付
け
て
そ
の
機
能
を
「
サ
テ
」
の
機
能
全

体
の
中
で
位
置
付
け
る
。
そ
し
て
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
が
聞
き
手
の

発
話
を
引
き
取
っ
て
疑
問
文
を
後
接
し
、
疑
問
文
と
応
答
文
の
組
（
ペ

ア
）
を
作
っ
て
談
話
を
展
開
さ
せ
て
い
く
機
能
を
も
つ
こ
と
を
示
す
。

　

な
お
、
本
論
に
お
い
て
古
典
物
語
作
品
と
は
中
古
、
中
世
期
に
成
立

し
た
と
さ
れ
る
和
文
物
語
作
品
を
指
す
。

一
．
二
．
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

　

古
典
の
物
語
作
品
の
談
話
分
析
を
行
っ
た
先
行
研
究
に
は
ロ
ン
グ

（
１
９
９
５
）
や
信
太
（
１
９
９
５
）
が
あ
る
。

古
典
物
語
作
品
に
お
け
る
談
話
分
析

―
―
話
者
交
替
の
位
置
に
現
れ
る
「
サ
テ
」
に
つ
い
て
―
―

　
　
　
　
　
　

百
瀬
み
の
り
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ロ
ン
グ
（
１
９
９
５
）
は
『
源
氏
物
語
』
中
の
談
話
に
見
ら
れ
る
「
依

頼
」の
場
面
に
注
目
し
、「
率
直
に
言
う
」、「
間
接
的
に
依
頼
す
る
」、「
相

手
の
対
場
に
対
す
る
理
解
を
示
す
」、「
依
頼
の
負
担
を
小
さ
く
見
せ
る
」

な
ど
の
方
法
を
取
っ
て
「
依
頼
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
例
を
挙
げ
て

示
し
、「
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
間
接
的
な
（
あ
る
い
は
直
接
的
な
）
依

頼
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
相
手
の
立
場
に
対
す
る
理
解
を
示

し
た
り
負
担
を
小
さ
く
見
せ
た
り
す
る
表
現
（「
な
ほ
」「
す
こ
し
」
な

ど
）
を
複
合
的
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
依
頼
を
よ
り
受
け
入
れ
や

す
い
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」（
ロ
ン
グ
・
同
、
二
六
頁
）

と
述
べ
る
。

　

ま
た
、
信
太
（
１
９
９
５
）
は
、『
平
家
物
語
』
覚
一
本
と
延
慶
本

に
見
ら
れ
る
談
話
の
会
話
文
の
引
用
形
式
に
つ
い
て
、
会
話
主
体
を
明

示
す
る
例
と
非
明
示
で
あ
る
例
の
二
例
の
型
が
あ
る
こ
と
、
格
助
詞
の

「
に
し
て
」、「
に
て
」、「
で
」
に
注
目
す
る
と
、
延
慶
本
は
い
ず
れ
の

格
助
詞
も
会
話
文
よ
り
も
地
の
文
の
方
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
覚

一
本
は
「
に
し
て
」、「
に
て
」
は
同
じ
く
会
話
文
よ
り
も
地
の
文
に
多

く
使
わ
れ
て
い
る
一
方
「
で
」
は
地
の
文
よ
り
も
会
話
文
に
多
く
使
わ

れ
て
い
る
こ
と（

（
（

、
ま
た
、
形
容
詞
に
つ
い
て
は
覚
一
本
で
は
地
の
文
に

三
六
例
、
会
話
文
に
七
二
例
の
イ
音
便
形
が
見
ら
れ
る
の
み
で
、
非
音

便
形
が
多
数
を
占
め
る
（
助
動
詞
は
含
ま
ず
）
こ
と
、
推
量
、
希
望
の

助
動
詞
に
つ
い
て
は
、
推
量
の
助
動
詞
「
う
」「
ら
う
」「
や
ら
う
」
は

引
用
文
、会
話
文
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、希
望
の
助
動
詞「
た

し
」「
ま
ほ
し
」
は
、
一
例
ず
つ
の
例
外
は
あ
る
が
、
地
の
文
で
「
ま

ほ
し
」、
会
話
文
で
「
た
し
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、「
こ

れ
ら
は
言
文
二
途
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。」（
信
太
・
同
、
四
〇
頁
）

と
述
べ
る
。

　

両
研
究
は
中
古
、
中
世
の
物
語
作
品
の
対
話
場
面
に
現
れ
た
人
物
の

配
慮
や
、
地
の
文
と
比
し
た
対
話
文
の
形
式
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た

も
の
で
あ
り
、
特
に
地
の
文
と
は
異
な
る
対
話
文
で
あ
る
こ
と
の
特
性

に
注
目
し
た
調
査
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
論
者
が
述
べ
た
い
こ

と
や
調
査
し
た
こ
と
を
述
べ
る
た
め
に
「
談
話
分
析
」
と
い
う
体
裁
を

取
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
物
語
作
品
の
談
話
分
析
と
い
う

に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
論
は
先
行
研
究
と
反
対
に
、
物
語
の
対
話
文
の
ま
と
ま
り

で
あ
る
談
話
そ
の
も
の
を
取
り
上
げ
、
地
の
文
と
は
異
な
る
対
話
文
で

あ
る
か
ら
こ
そ
認
め
ら
れ
る
そ
の
特
質
か
ら
談
話
分
析
を
行
う
こ
と
と

す
る
。

一
．
三
．
本
論
で
の
術
語
に
つ
い
て

　

古
典
物
語
作
品
の
談
話
分
析
を
行
う
に
際
し
術
語
に
つ
い
て
説
明
す

る
。

　

ま
ず
、「
談
話
」
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
（
２
０
１
０
）
に
よ
る
、「
一

定
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
言
語
・
非
言
語
行
動
の
単
位
」
を
本
論
で
の

「
談
話
」
の
定
義
と
す
る
。
本
論
で
は
「
対
話
文
」
が
複
数
ま
と
ま
っ

た
部
分
を
「
談
話
」
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
西
野
（
１
９
９
３
）

を
基
に
、「
意
味
内
容
を
伝
え
る
要
素
（
こ
と
ば
）
以
外
に
、
対
話
の



― 30 ―

古典物語作品における談話分析（百瀬）

流
れ
の
中
で
対
話
の
内
容
理
解
を
助
け
る
た
め
の
も
の
、
対
話
者
間
の

や
り
取
り
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
も
の
、
対
話
者
間
の
人
間

関
係
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
も
の
な
ど（

（
（

」
を
「
談
話
標
識
」
と
し
て
本

論
で
は
考
え
る（

（
（

。「
対
話
文
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
話
文
と
見
な
さ

れ
る
文
に
対
す
る
引
用
符
（「　

」）
の
表
記
の
有
無
や
、
文
末
に
「
～

と
申
す
」、「
～
と
言
ふ
」
な
ど
の
そ
の
文
が
登
場
人
物
の
言
表
動
作
で

あ
る
こ
と
を
表
す
動
詞
の
記
載
の
有
無
を
も
っ
て
判
断
す
る
も
の
と
す

る（
（
（

。

　

次
に
中
井
（
２
０
０
３
）
を
基
に
、「
対
話
の
中
で
、
一
人
の
参
加

者
が
話
を
開
始
し
て
か
ら
終
了
す
る
ま
で
の
連
続
し
た
単
位
」
を
「
発

話
順
番
」
と
し
て
対
話
を
考
え
る
際
の
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
表
す
単
位

と
し（

（
（

、
こ
の
「
発
話
順
番
」
が
替
わ
り
発
話
者
が
替
わ
る
こ
と
を
メ
イ

ナ
ー
ド
（
１
９
９
３
）
を
基
に
「
話
者
交
替
」
と
す
る（

（
（

。

二
．
考
察
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
に
つ
い
て

二
．
一
．「
サ
テ
」
の
用
例
数

　

ま
ず
、
古
典
の
物
語
作
品
中
の
「
サ
テ
」
の
用
例
数
を
確
認
す
る
。

（
表
一
）
は
本
論
で
資
料
と
し
た
中
古
の
、（
表
二
）
は
同
中
世
の
古
典

物
語
作
品
に
見
ら
れ
る
「
サ
テ
」
の
用
例
数
で
あ
る
。
用
例
は
「
サ
テ
」

が
現
れ
る
文
中
の
位
置
の
別
に
よ
り
、【
地
の
文
・
文
頭
】、【
地
の
文
・

文
中
】、【
非
地
の
文
・
文
頭
】、【
非
地
の
文
・
文
中
】
の
別
に
示
す
。

こ
こ
で
【
非
地
の
文
】
と
は
、【
対
話
文
】、【
心
内
話
文
】【
文
（
手
紙
）

の
文
】
を
指
す
も
の
と
す
る
。

　

資
料
名
は
表
中
で
は
略
し
て
示
し
、『
大
和
』
は
『
大
和
物
語
』、『
平

中
』
は
『
平
中
物
語
』、『
落
窪
』
は
『
落
窪
物
語
』、『
枕
』
は
『
枕
草

子
』、『
源
氏
』
は
『
源
氏
物
語
』、『
堤
』
は
『
堤
中
納
言
物
語
』、『
浜

松
』
は
『
浜
松
中
納
言
物
語
』、『
住
吉
』
は
『
住
吉
物
語
』、『
と
り
か

へ
』
は
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』、『
保
元
』
は
『
保
元
物
語
』、『
平
治
』

は
『
平
治
物
語
』、『
平
家
覚
一
』
は
『
平
家
物
語
』・
覚
一
本
、『
平
家

天
草
』
は
『
天
草
版
平
家
物
語
』、『
狂
言
』
は
『
狂
言
集
』
を
指
す
。（
以

下
同
。）

　

ま
た
、
本
論
の
用
例
は
「
サ
テ
」
に
注
目
す
る
も
の
で
、「
サ
テ
ハ
」、

「
サ
テ
モ
」、「
サ
テ
ゾ
」、「
サ
テ
ナ
ム
」、「
サ
テ
コ
ソ
」
な
ど
の
「
サ
テ
」

に
副
助
詞
、
係
助
詞
が
付
い
た
形
式
は
考
察
の
対
象
に
含
め
な
い
も
の

と
す
る
。
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位置
資料

地の文
・文頭

地の文
・文中

非地の文
・文頭　

非地の文
・文中　 計

（
表
一
）

『大和』  38  0  1  0  39

『平中』  35  5  4  0  44

『落窪』   4  1 16  3  24

『枕』  27  8  8  2  45

『源氏』  17 12 40 35 104

『堤』   0  1  5  0   6

『浜松』   2  1  4  5  12

計 123 28 78 45 274

位置
資料

地の文
・文頭

地の文
・文中

非地の文
・文頭　

非地の文
・文中　 計

（
表
二
）

『住吉』  27 0   3  2  32

『とりかへ』   0 1   4 11  16

『保元』   0 0   3  3   6

『平治』   4 0   1  0   5

『平家覚一』  29 1  34  5  69

『平家天草』  45 5  35  3  88

『狂言集』   0 0 211 26 237

計 105 7 291 50 453
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二
．
二
．「
サ
テ
」
の
分
類

　

こ
こ
で
ま
ず
、
資
料
中
に
見
ら
れ
る
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
も
含
め

た
「
サ
テ
」
の
用
例
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
本
論
で
は
、
古
典
物

語
作
品
中
の
「
サ
テ
」
を
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

①
．「
サ
テ
」
前
部
に
、
そ
の
実
態
が
語
的
・
文
的
な
要
素
と
し
て
文

中
に
示
さ
れ
て
い
る
対
象
と
、「
サ
テ
」後
部
と
の
関
係
付
け
を
行
う「
サ

テ
」。（
こ
こ
で
は
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
対
象
の
部
分
に
、
波
線
を
付

し
て
示
す
。
以
下
同
。）

　

①
―
Ａ
．
文
中
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」。

（
4
）「
雨
い
み
じ
う
降
る
を
り
に
来
た
る
人
な
む
、
あ
は
れ
な
る
。
日

ご
ろ
お
ぼ
つ
か
な
く
、
つ
ら
き
事
も
あ
り
と
も
、
さ
て
濡
れ
て
来
た
ら

む
は
、
憂
き
事
も
み
な
忘
れ
ぬ
べ
し
」（『
枕
草
子
』
第
二
七
四
段
、
四

二
五
頁
）

（
5
）
さ
て
少
将
わ
今
し
ば
ら
く
も
念
仏
の
功
を
も
積
み
た
う
ご
ざ
れ

ど
も
、
都
に
待
つ
人
ど
も
も
，
心
も
と
な
う
ご
ざ
ら
う
ず
る
ほ
ど
に
，

ま
づ
ま
か
り
上
る
：
ま
た
こ
そ
参
ら
う
ず
れ
と
言
う
て
，
亡
者
に
い
と

ま
ご
い
を
し
て
，
泣
く
泣
く
そ
こ
を
た
た
れ
た
．
草
の
か
げ
で
も
さ
こ

そ
名
残
を
し
ゅ
う
思
わ
れ
つ
ら
う
：
さ
あ
れ
ど
も
さ
て
あ
ら
う
ず
る
こ

と
で
な
け
れ
ば
，
そ
こ
を
た
っ
て
同
じ
三
月
の
十
九
日
に
少
将
わ
鳥
羽

え
明
か
う
つ
か
れ
た
．（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
一
・
第
十
一
、
七

九
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
は
副
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
。

　

①
―
Ｂ
1
．
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」。（
こ
の
「
文
頭
」
と
は
、

話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
以
外
の
文
頭
を
指
す
。）

（
6
）「
か
れ
は
、
い
と
あ
や
し
き
人
の
癖
に
て
、
文
一
く
だ
り
や
り
つ

る
が
、
は
づ
る
る
や
う
な
け
れ
ば
人
の
妻
、
帝
の
御
妻
も
持
た
る
ぞ
か

し
。さ
て
身
い
た
づ
ら
に
な
り
た
る
や
う
な
る
ぞ
か
し
。」（『
落
窪
物
語
』

巻
之
一
、
九
三
頁
）

（
7
）
帝
聞
こ
し
め
し
て
、「
中
納
言
は
、
い
み
じ
き
姫
を
持
ち
た
ま
ふ

と
聞
き
た
り
」
と
仰
せ
あ
れ
ば
、
や
が
て
御
請
け
申
さ
れ
つ
つ
、
か
し

づ
き
た
ま
ふ
。
い
よ
い
よ
あ
た
り
も
輝
く
ほ
ど
に
ぞ
見
え
た
ま
ひ
け
る
。

さ
て
こ
の
姫
君
、
八
つ
ば
か
り
に
や
な
ら
せ
た
ま
ふ
時
、
母
宮
、
例
な

ら
ず
悩
み
た
ま
ひ
け
り
。（『
住
吉
物
語
』
上
巻
、
一
八
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
は
接
続
詞
や
副
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
。

　

①
―
Ｂ
2
．
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」。

（
3
・
再
掲
）「
こ
の
鹿
の
鳴
く
は
聞
き
た
う
ぶ
や
」と
い
ひ
け
れ
ば
、「
さ

聞
き
は
べ
り
」
と
い
ら
へ
り
け
り
。
男
、「
さ
て
、
そ
れ
を
ば
い
か
が

聞
き
た
ま
ふ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
女
ふ
と
い
ら
へ
け
り
。（『
大
和
物
語
』

一
五
八
段
、
三
九
四
頁
）

（
8
）「
あ
れ
は
い
か
な
る
鳥
居
や
ら
ん
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、「
春
日
大

明
神
の
御
鳥
井
な
り
」
と
申
す
。
人
多
く
群
集
し
た
り
。
其
中
に
法
師

の
頸
を
、
一
つ
さ
し
あ
げ
た
り
。「
さ
て
あ
の
く
び
は
い
か
に
」
と
問

ひ
給
へ
ば
、（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
三
・
無
文
、
二
三
二
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
は
、
対
話
の
話
者
の
交
替
を
表
す
マ
ー
カ
ー
（
談
話
標
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識
）
の
よ
う
に
は
た
ら
く
。

②
．「
サ
テ
」
前
部
に
、
そ
の
実
態
が
語
的
・
文
的
な
要
素
の
形
で
文

中
に
示
さ
れ
て
い
な
い
対
象
と
、「
サ
テ
」
後
部
と
の
関
係
付
け
を
行

う
「
サ
テ
」。（
対
象
そ
の
も
の
と
で
は
な
く
、
物
語
自
体
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
を
表
す
「
サ
テ
」。）

（
9
）
さ
て
、
こ
の
男
、
そ
の
年
の
秋
、
西
の
京
極
、
九
条
の
ほ
ど
に

い
き
け
り
。（『
平
中
物
語
』
三
六
段
、
五
二
二
頁
〈
こ
れ
は
三
六
段
の

冒
頭
に
置
か
れ
た
「
サ
テ
」
の
例
〉）

（
10
）「
侍
共
に
矢
一
つ
射
か
け
候
は
ん
」
と
申
し
け
れ
ば
、「
年
来
の

重
恩
を
忘
れ
て
、
今
此
有
様
を
見
は
て
ぬ
不
当
人
を
ば
、
さ
な
く
と
も

あ
り
な
ん
」
と
宣
へ
ば
、
力
お
よ
ば
で
と
ど
ま
り
け
り
。「
扨
小
松
殿

の
君
達
は
い
か
に
」
と
宣
へ
ば
、「
い
ま
だ
御
一
所
も
見
え
さ
せ
給
ひ

候
は
ず
」
と
申
す
。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
七
・
一
門
都
落
、

八
三
頁
）

　

こ
の
「
サ
テ
」
は
、
文
頭
に
置
か
れ
、
新
た
な
物
語
、
章
段
、
話
な

ど
の
始
ま
り
を
示
す
マ
ー
カ
ー
の
よ
う
に
は
た
ら
く
。

③
．
そ
の
他
。
そ
の
前
後
部
の
関
係
付
け
を
行
わ
な
い
「
サ
テ
」。

　

こ
の
「
サ
テ
」
は
「
さ
て
さ
て
」、「
こ
れ
は
さ
て
」、「
さ
て
い
か
に

せ
む
」、「
ま
ず
は
さ
て
」、「
さ
て
こ
れ
わ
」、「
さ
て
こ
れ
は
」、「
何
が

さ
て
」
な
ど
の
連
語
の
形
式
を
と
る
こ
と
も
あ
り
、
文
中
で
感
動
詞
な

ど
と
し
て
は
た
ら
く
。

（
11
）「
男
し
も
な
む
仔
細
な
き
も
の
は
は
べ
め
る
」
と
申
せ
ば
、
残
り

を
言
は
せ
む
と
て
、「
さ
て
さ
て
を
か
し
か
り
け
る
女
か
な
」
と
す
か

い
た
ま
ふ
を
、
心
は
得
な
が
ら
、
鼻
の
わ
た
り
を
こ
つ
き
て
語
り
な
す
。

（『
源
氏
物
語
』
帚
木
、
八
六
頁
）

（
12
）
波
多
野
、「
尤
も
さ
こ
そ
候
は
め
」
と
て
、
太
刀
を
抜
き
、
引
き

そ
ば
め
て
、近
付
き
け
れ
ば
、少
き
者
ど
も
、太
刀
の
影
に
驚
き
て
、「
こ

れ
は
、
さ
て
、
実
に
失
は
ん
ず
る
に
や
。
暫
し
助
け
よ
や
」
と
て
、（『
保

元
物
語
』
下
、
義
朝
幼
少
の
弟
悉
く
失
は
る
る
事
、
三
五
七
頁
）

分
類
の
結
果
を
（
表
三
）、（
表
四
）
に
示
す
。



― 34 ―

古典物語作品における談話分析（百瀬）

分類

資料

① ② ③
（
表
三
）・
中
古
（
※
１
）（
※
３
）（
※
４
）

Ａ Ｂ １ Ｂ ２

『大和』 37　地頭 1　地頭

全39例 （※ ２） 1 　対頭

『平中』 33　地頭 2　地頭

全44例 4 　地中 1　地中

1　対頭 3　対頭

『落窪』 1　地中 2　地頭 2　地頭

全24例 7 　対頭 7　対頭 1　対頭

2　対中 1　対中

1　手頭

『枕』 8　地中 27　地頭 1　対頭

全45例 1 　対頭 6　対頭

1　対中 1　対中

『源氏』 12　地中 17　地頭 3　対頭 1　対頭

全104例 1 　対頭 21　対頭 12　対頭 （※ ５）

17　対中

2　心頭

18　心中

『堤』 1　地中

例 ６例 3　対頭 2　対頭

『浜松』 1　地中 1　地頭 1　地頭

全12例 1 　対頭 1　対頭

2　対中

3　心中

2　手頭

計 71 158 31 13 1

合計 274
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分類

資料

① ② ③
（
表
四
）・
中
世

Ａ Ｂ １ Ｂ ２

『住吉』 25地頭 3　対頭 2　地頭

全32例 2 　対中

『とりかへ』 2　対頭 1　対頭 1　対頭

全16例 1 　地中

6　対中

5　心中

『保元』 2　対頭

全 ６例 1　対中 1　対中

1　心頭 （※ ６）

1 　心中

『平治』 4　地頭

全 ５例 1　対頭
（※ ７）

『平家覚一』 1　地頭 28　地頭

全69例 1 　地中

2　対頭 11　対頭 12対頭 9　対頭

5　対中

『平家天草』 43　地頭 2　地頭

全88例 5 　地中

1　対頭 11　対頭 9　対頭 7　対頭 7　対頭

1　対中 （※ ８）

2 　対中
（※ ９）

『狂言集』 40　対頭 68　対頭 14　対頭 89　対頭

全237例 （※10）

1 　対中 25　対中
（※11）

計 32 166 93 37 125

合計 453



― 36 ―

古典物語作品における談話分析（百瀬）

（
※
１
）（
表
三
）、（
表
四
）
中
で
は
、「
地
頭
」
は
【
地
の
文
・
文
頭
】、

「
地
中
」
は
【
地
の
文
・
文
中
】、「
対
頭
」
は
【
対
話
文
・
文
頭
】、「
対

中
」
は
【
対
話
文
・
文
中
】、「
心
頭
」
は
【
心
内
話
文
・
文
頭
】、「
心

中
」
は
【
心
内
話
文
・
文
中
】、「
手
頭
」
は
【
文
（
手
紙
）
の
文
・
文

頭
】、「
手
中
」
は
【
文
（
手
紙
）
の
文
・
文
中
】
を
指
す
も
の
と
す
る
。

（
※
２
）
草
子
地
・
文
頭
の
１
例
を
含
む
。

（
※
３
）
数
値
は
資
料
中
に
見
ら
れ
る
用
例
数
を
表
す
。

（
※
４
）（
※
１
）（
※
３
）
は
（
表
四
）
に
も
適
用
さ
れ
る
。

（
※
５
）「
さ
て
さ
て
」
１
例
を
指
す
。

（
※
６
）「
こ
れ
は
さ
て
」
１
例
。

（
※
７
）「
さ
て
い
か
に
せ
む
」
１
例
。

（
※
８
）「
さ
て
さ
て
」
６
例
、「
さ
て
こ
れ
わ
」
１
例
。

（
※
９
）「
ま
ず
は
さ
て
」
１
例
、「
こ
れ
は
さ
て
」
１
例
。

（
※
10
）「
さ
て
こ
れ
は
」
３
例
、「
さ
て
さ
て
」
86
例
。

（
※
11
）「
何
が
さ
て
」
２５
例
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
論
で
は
（
表
三
）、（
表
四
）
で
①
―
Ｂ
2
に

分
類
さ
れ
た
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
に
注
目
す
る
。

二
．
三
．「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
の
機
能

二
．
三
．
一
．「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
と
疑
問
文

　
（
表
三
）、（
表
四
）
で
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」（
①
―
Ｂ
2
）
に
分
類

さ
れ
た
用
例
を
稿
末
に
ま
と
め
て
示
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、「
引
き
取

り
の
サ
テ
」
は
、

（
13
）
そ
の
ほ
ど
に
、
こ
の
女
は
帰
り
来
て
、
内
裏
に
ま
ゐ
り
て
、
友

だ
ち
ど
も
に
、
志
賀
に
ま
う
で
て
あ
り
つ
る
や
う
な
ど
い
ひ
け
る
、
そ

れ
を
、
こ
の
男
と
も
も
の
な
ど
い
ひ
て
知
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
あ
り

け
る
、「
さ
て
、こ
の
男
は
た
れ
と
か
い
ひ
つ
る
」と
い
ひ
け
れ
ば
、（『
平

中
物
語
』
二
五
段
、
四
九
六
頁
）

（
14
）
行
綱
ち
か
う
よ
り
、
小
声
に
な
っ
て
申
し
け
る
は
、「
其
儀
で
は

候
は
ず
。
一
向
御
一
家
の
御
上
と
こ
そ
承
り
候
へ
」。「
さ
て
そ
れ
を
ば

法
皇
も
し
ろ
し
め
さ
れ
た
る
か
」。「
子
細
に
や
お
よ
び
候
。」（『
平
家

物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
二
・
西
光
被
斬
、
一
〇
八
頁
）

な
ど
の
よ
う
に
、疑
問
文
に
現
れ
て
い
る
例
が
目
に
付
く
。そ
こ
で
、「
引

き
取
り
の
サ
テ
」
と
同
じ
く
「
サ
テ
」
が
文
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
い

う
構
文
的
な
条
件
が
同
一
で
あ
る
、①
―
Ｂ
1
、②
に
分
類
さ
れ
た「
サ

テ
」
の
用
例
に
つ
い
て
も
調
べ
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
と
疑
問
文
の

相
関
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
な
お
こ
こ
で
疑
問
文
と
考
え
る
の
は
、「
た

れ
（
誰
）」「
な
に
（
何
）」「
い
つ
」「
ど
こ
」「
い
づ
こ
」「
い
づ
く
」

な
ど
の
疑
問
詞
、
ま
た
は
「
や
」「
か
」「
な
う
？
」「
ぞ
？
」「
の
？
」

な
ど
の
疑
問
の
意
味
を
表
す
助
詞
が
文
中
に
置
か
れ
て
い
る
文
と
す
る
。

（
表
五
）
は
、
①
―
Ｂ
1
、
①
―
Ｂ
2
、
②
の
全
用
例
文
に
占
め
る
疑

問
文
の
数
で
あ
る
。

（
表
五
）
よ
り
、
中
古
で
７
７
・
４
％
、
中
世
で
４
５
・
２
％
と
、
中
古
、

中
世
共
に
、①
―
Ｂ
1
や
②
に
比
し
て
、①
Ｂ
―
2
に
分
類
さ
れ
た
、「
引
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き
取
り
の
サ
テ
」
と
疑
問
文
に
共
起
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
が
文
頭
に
置
か
れ
た
疑
問
文
、
つ
ま

り
（
表
五
）
で
「
疑
問
文
」
と
考
え
た
文
に
後
続
す
る
文
に
注
目
す
る
。

通
常
、
疑
問
文
に
は
そ
れ
に
対
す
る
応
答
文
が
組
と
な
っ
て
生
じ
る
。

（
15
）
男
、「
さ
て
、
そ
れ
を
ば
い
か
が
聞
き
た
ま
ふ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、

女
ふ
と
い
ら
へ
け
り
。
わ
れ
も
し
か
な
き
て
ぞ
人
に
恋
ひ
ら
れ
し
今
こ

そ
よ
そ
に
声
を
の
み
聞
け
と
読
み
た
り
け
れ
ば
、
限
り
な
く
め
で
て
、

（『
大
和
物
語
』
百
五
十
八
段
、
三
九
四
頁
）

（
16
）「
さ
て
そ
れ
を
ば
法
皇
も
し
ろ
し
め
さ
れ
た
る
か
」。「
子
細
に
や

及
び
候
。
成
親
卿
の
軍
兵
召
さ
れ
候
も
、
院
宣
と
し
て
こ
そ
召
さ
れ
候

へ
」。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
二
・
西
光
被
斬
、
一
〇
八
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
文
と
応
答
文
の
組
が
、
①
―
Ｂ
1
、

①
―
Ｂ
2
、
②
で
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
生
じ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

な
お
こ
こ
で
い
う
疑
問
文
と
応
答
文
の
組
と
は
、（
15
）、（
16
）
の
例

に
挙
げ
た
よ
う
な
、
話
し
手
の
疑
問
文
に
対
し
て
、
聞
き
手
の
返
答
が

直
接
表
さ
れ
て
い
る
例
（（
16
）
な
ど
）
や
、
聞
き
手
が
返
答
し
た
と

い
う
事
態
が
述
べ
ら
れ
た
り
、
聞
き
手
に
よ
る
返
答
の
和
歌
な
ど
が
表

さ
れ
て
い
る
例
（（
15
）
な
ど
）
の
組
を
指
す
。

　
（
表
六
）
は
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
で
始
ま
る
疑
問
文
に
対
し
、
応

答
文
が
生
じ
て
い
る
割
合
を
、
さ
ら
に
（
表
七
）
は
本
論
で
資
料
と
し

た
古
典
物
語
作
品
中
に
見
ら
れ
る
疑
問
文
に
対
し
、
応
答
文
が
生
じ
て

い
る
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
※
19
）
増
補
部
分
の
３
例
を
含
む
。

分類 ①―Ｂ １ ①―Ｂ ２ ②
（
表
五
）中

古
疑問文数 16（※12） 24（※13） 2

全文数（※16） 156 31 13

割合（％）（※15） 10．3 77．4 15．4

中
世

疑問文数 22（※14） 42 25

全文数（※16） 166 93 37

割合（％）（※15） 13．3 45．2 67．6
（
※
12
）
反
語
８
例
を
含
む
。

（
※
13
）
反
語
２
例
を
含
む
。

（
※
14
）
反
語
３
例
を
含
む
。

（
※
15
）�

小
数
点
第
２
位
以
下
を
四
捨

五
入
し
た
。

（
※
16
）�

①
―
Ｂ
１
、
①
―
Ｂ
２
、
②

の
各
項
目
に
分
類
さ
れ
た
用

例
数
（「
サ
テ
」
が
文
頭
の
全

用
例
数
）
を
指
す
。
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（
※
20
）
増
補
部
分
の
４
例
を
含
む
。

分類 ①―Ｂ １ ①―Ｂ ２ ②
（
表
六
）中

古
応答文が後続している
疑問文数（※17）

7 22 1

全疑問文数（※18） 16（※12） 24（※13） 2

割合（％）（※15） 43．8 91．7 50．0

中
世

応答文が後続している
疑問文数（※17）

17 42 25

全疑問文数（※18） 22（※14） 42 25

割合（％）（※15） 77．3 100．0 100．0
（
※
12
）
反
語
８
例
を
含
む
。

（
※
13
）
反
語
２
例
を
含
む
。

（
※
14
）
反
語
３
例
を
含
む
。

（
※
15
）�

小
数
点
第
２
位
以
下

を
四
捨
五
入
し
た
。

（
※
17
）�

全
疑
問
文
数
中
の
う
ち
、

応
答
文
が
後
続
し
て

い
る
疑
問
文
の
数
を

指
す
。

（
※
18
）�（
表
五
）
で
疑
問
文
と

し
た
数
を
指
す
。

中
古

物語作品 大和 平中 落窪 枕 源氏 堤 浜松
（
表
七
）応答文が後続している

疑問文数
48 46 364 102

（※19）

756 20 55

全疑問文数 132 69 604 212
（※20）

2916 62
（※21）

260

割合（％） 36．4 66．7 60．3 48．1 25．9 32．3 21．2

中
世

物語作品
（※22）

（※23）

住吉 とり
かへ

保元 平治 平・
覚一

平・
天草

狂言

応答文が後続している
疑問文数

70 68 45 30 300 148 676

全疑問文数 121 308 99 99 672 295 741

割合（％） 57．9 22．1 45．5 30．3 44．6 50．2 91．2
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（
※
21
）
末
尾
断
簡
の
１
例
を
含
む
。

（
※
22
）『
平
家
物
語
』
覚
一
本
は
「
灌
頂
巻
」
を
含
む
。

（
※
23
）『
狂
言
集
』
は
「
狸
腹
鼓
」、「
子
の
日
」
を
含
む
。

　
（
表
七
）
に
お
い
て
疑
問
文
と
考
え
る
の
は
（
表
五
）、（
表
六
）
と

同
様
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
四
位
の
少
将
と
て
、
世
に
す
ぐ
れ
た
る
人

お
は
し
け
る
。『
い
か
で
、
思
ふ
さ
ま
な
ら
ん
こ
と
を
』
と
お
ぼ
し
め

し
け
れ
ど
も
」（『
住
吉
物
語
』
上
巻
、
二
二
頁
）
や
、「
四
海
浪
静
か

に
し
て
、
鳴
鳳
の
声
さ
だ
か
な
り
。
さ
れ
ば
、
誰
の
人
か
こ
の
御
位
を

傾
く
べ
き
な
れ
ど
も
、
近
衛
院
は
第
八
の
御
弟
、
当
腹
の
宮
、
愛
子
の

道
を
承
け
さ
せ
ま
し
ま
す
よ
に
よ
っ
て
、（『
保
元
物
語
』
上
、　

後
白

河
院
御
即
位
の
事
、
二
一
七
頁
）
な
ど
は
疑
問
の
意
味
を
表
し
て
い
な

い
の
で
、
こ
こ
で
は
疑
問
文
と
は
考
え
な
い
。

　

ま
た
、（
表
七
）
に
お
い
て
疑
問
文
と
応
答
文
の
組
と
考
え
た
例
は
、

（
ⅰ
）
御
門
「
后
に
や
あ
り
け
む
」
と
問
は
せ
給
へ
ば
、
中
納
言
「
さ
し
も

は
べ
ら
じ
。」（『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
第
三
、
二
六
六
頁
）

（
ⅱ
）
使
「
い
か
な
る
ぞ
」
と
下
衆
女
に
問
へ
ば
、
女
「
上
の
、
今
宵
、

に
は
か
に
亡
せ
た
ま
ひ
に
け
れ
ば
、
も
の
も
お
ぼ
え
た
ま
は
ず
。」（『
源

氏
物
語
』
蜻
蛉
、
二
〇
三
頁
）

（
ⅲ
）「
主
上
は
い
づ
く
に
ま
し
ま
す
ぞ
」、「
黒
戸
の
御
所
に
」（『
平
治

物
語
』
上
、
光
頼
卿
参
内
の
事
付
け
た
り
清
盛
六
波
羅
上
着
の
事
、
四

三
七
頁
）

な
ど
を
指
す
。

　
（
表
六
）
よ
り
、
中
古
で
９
１
・
７
％
、
中
世
で
１
０
０
・
０
％
と
、

中
古
、
中
世
共
に
、
①
―
Ｂ
1
や
②
に
比
し
て
、
①
Ｂ
―
2
に
分
類
さ

れ
た
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
で
始
ま
る
疑
問
文
に
は
応
答
文
が
後
続

す
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、（
表
七
）
よ
り
「
引

き
取
り
の
サ
テ
」
が
文
頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
疑
問
文
は
、
本
論
で
資

料
と
し
た
中
古
、
中
世
の
物
語
作
品
に
お
い
て
は
、
応
答
文
が
後
続
し

て
い
る
割
合
が
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
が
文
頭
に
置
か
れ
た
疑
問
文
よ

り
も
低
い
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

　

疑
問
文
と
応
答
文
は
組
を
作
っ
て
話
を
展
開
さ
せ
る
。
こ
れ
は
疑
問

文
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
疑
問
文
の
冒
頭
に
「
引
き
取
り

の
サ
テ
」
が
置
か
れ
て
い
る
か
否
か
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
疑
問
文
の
中
で
も
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
が
文
頭
に
置
か
れ
て

い
る
疑
問
文
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
疑
問
文
と
疑
問
文
前
部
の

文
中
の
対
象
と
は
関
係
付
け
が
可
能
と
な
る
。「
引
き
取
り
の
サ
テ
」

は
指
示
詞
由
来
の
語
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

指
示
詞
が
話
を
関
係
付
け
る
、
つ
ま
り
話
の
結
束
性
や
首
尾
一
貫
性（

（
（

を
示
す
の
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、
Ｍ
・
Ａ
・
Ｋ
・
ハ
リ
デ
イ
と
ル
カ
イ

ヤ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
）、
庵
（
一
九
九
六
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

Ｍ
・
Ａ
・
Ｋ
・
ハ
リ
デ
イ
と
ル
カ
イ
ヤ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
）
は
、

「〈
結
束
性
〉
に
は
文
法
的
結
束
性
と
語
彙
的
結
束
性
の
2
つ
の
種
類
が

あ
る
。」（
同
・
ⅰ
）
と
し
、
文
法
的
結
束
性
を
表
す
要
素
と
し
て
指
示

詞
を
挙
げ
る（

（1
（

。
ま
た
庵
（
一
九
九
六
）
は
、
指
示
詞
に
つ
い
て
、「
そ

れ
自
体
が
自
ら
の
解
釈
を
他
の
部
分
に
依
存
し
、
そ
れ
に
よ
り
テ
キ
ス
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ト
に
結
束
性
（cohesion

）
を
も
た
ら
す
指
示
詞
」（
同
脚
注
9
・
41

～
42
頁
）
と
説
明
す
る
。
指
示
詞
は
本
来
、
直
示
用
法
の
場
合
で
あ
れ

ば
そ
の
現
場
に
、
照
応
用
法
の
場
合
で
あ
れ
ば
そ
の
前
文
脈
に
そ
の
指

示
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
由
来
し
た
「
引
き
取
り

の
サ
テ
」は
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」が
置
か
れ
た
文
の
前
部
に
そ
の「
サ

テ
」
で
指
示
さ
れ
る
対
象
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
部
文

と
の
結
束
性
や
首
尾
一
貫
性
が
、「
サ
テ
」
が
な
い
場
合
よ
り
も
よ
り

顕
示
的
に
な
る
。

二
．
三
．
二
．「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
と
話
者
交
替

　

二
．
三
．
一
．
か
ら
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
の
文
（
①
―
Ｂ
2
）

は
疑
問
文
と
共
起
し
、
ま
た
そ
の
疑
問
文
に
は
そ
れ
に
対
す
る
応
答
文

が
後
続
す
る
割
合
が
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
以
外
の
「
サ
テ
」
を
文

頭
に
置
く
文
（
①
―
Ｂ
1
や
②
）
や
「
サ
テ
」
を
文
頭
に
置
か
な
い
疑

問
文
よ
り
も
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。つ
ま
り
、そ
の
結
果
こ
こ
に「
引

き
取
り
の
サ
テ
」
を
文
頭
に
置
く
疑
問
文
と
応
答
文
の
組
が
生
じ
て
い

る
と
い
え
る
。
こ
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

　
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
は
二
．
二
．
で
述
べ
た
よ
う
に
、
話
者
が
交

替
す
る
対
話
文
の
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」
を
指
す
。
つ
ま
り
、「
引

き
取
り
の
サ
テ
」
が
表
れ
て
い
る
段
階
で
既
に
一
回
目
の
話
者
交
替
が

生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」

が
、
話
し
手
か
ら
聞
き
手
に
対
し
て
問
い
を
発
す
る
こ
と
で
話
し
手
か

ら
聞
き
手
に
発
話
の
権
利
の
譲
渡
が
起
こ
り
、
こ
こ
で
二
回
目
の
話
者

交
替
が
生
じ
る
。
疑
問
文
は
そ
れ
を
承
け
た
聞
き
手
に
問
い
に
対
す
る

答
え
を
要
請
す
る
と
い
う
意
義
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
疑
問
文
と
共
起
す

る
確
立
が
高
い
こ
と
に
よ
り
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
で
始
ま
る
疑
問

文
を
承
け
た
聞
き
手
は
そ
れ
に
対
し
て
答
え
る
文
で
あ
る
応
答
文
を
発

す
る
。
こ
こ
に
疑
問
文
と
応
答
文
の
組
が
成
立
し
、
話
し
手
と
聞
き
手

の
や
り
と
り
に
よ
る
テ
ン
ポ
の
良
い
談
話
が
構
成
さ
れ
る（

（1
（

。

　

さ
ら
に
こ
の
組
を
成
す
疑
問
文
に
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
が
文
頭
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
の
前
部
と
後
部

の
談
話
の
結
束
性
や
首
尾
一
貫
性
が
、「
サ
テ
」
が
な
い
場
合
よ
り
も

よ
り
顕
示
的
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
に
よ
っ
て
、「
サ

テ
」
の
実
態
を
示
す
「
サ
テ
」
前
部
の
文
と
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」

を
文
頭
に
置
く
疑
問
文
と
、
そ
の
疑
問
文
に
対
す
る
応
答
文
と
い
っ
た

広
い
範
囲
に
結
束
性
や
首
尾
一
貫
性
を
示
し
た
上
で
、
話
し
手
と
聞
き

手
の
や
り
と
り
に
よ
る
テ
ン
ポ
の
良
い
談
話
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
ま
と
め

　

以
上
、
中
古
、
中
世
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
古
典
物
語
作
品
で
、「
サ

テ
」
前
部
に
、
そ
の
実
態
が
語
的
・
文
的
な
要
素
と
し
て
文
中
に
示
さ

れ
て
い
る
対
象
と
、「
サ
テ
」
後
部
と
の
関
係
付
け
を
行
う
「
サ
テ
」

の
う
ち
、
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」
を

「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
考
察
し
た
。
本
論
で
は
、

・「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
と
疑
問
文
に
は
共
起
性
が
あ
る
。
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・「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
が
文
頭
に
置
か
れ
た
疑
問
文
に
は
応
答
文
が

後
続
す
る
割
合
が
高
く
、「
サ
テ
」
で
始
ま
る
疑
問
文
に
対
す
る
そ
の

割
合
は
、
中
古
で
９
１
・
７
％
、
中
世
で
１
０
０
・
０
％
で
あ
る
。

・
一
方
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
が
文
頭
に
置
か
れ
な
い
疑
問
文
に
応

答
文
が
後
続
す
る
割
合
は
、
中
古
で
２
１
・
２
～
６
６
・
７
％
、
中
世
で

２
２
・
１
～
９
１
・
２
％
と
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
が
文
頭
に
置
か
れ

た
疑
問
文
よ
り
も
応
答
文
が
後
続
す
る
割
合
が
低
い
こ
と
が
確
認
で
き

た
。

・
こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
を
文
頭
に
置
い
た
疑

問
文
は
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
以
外
の
「
サ
テ
」
が
文
頭
に
置
か
れ

た
文
や
、「
サ
テ
」
が
文
頭
に
置
か
れ
な
い
疑
問
文
よ
り
も
、
応
答
文

が
後
続
す
る
割
合
が
高
い
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、「
引
き
取
り
の
サ
テ
」

が
文
頭
に
置
か
れ
た
疑
問
文
と
応
答
文
は
組
を
つ
く
る
。

・
さ
ら
に
こ
の
組
を
成
す
疑
問
文
に
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
が
文
頭
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
の
前
部
と
後
部

の
談
話
の
結
束
性
や
首
尾
一
貫
性
が
、「
サ
テ
」
が
な
い
場
合
よ
り
も

よ
り
顕
示
的
に
な
り
、「
サ
テ
」
の
実
態
を
示
す
「
サ
テ
」
前
部
の
文
と
、

「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
を
文
頭
に
置
く
疑
問
文
と
、
そ
の
疑
問
文
に
対

す
る
応
答
文
と
い
っ
た
広
い
範
囲
に
結
束
性
や
首
尾
一
貫
性
を
示
し
た

上
で
、
話
者
交
替
に
よ
っ
て
生
じ
る
話
し
手
と
聞
き
手
の
や
り
と
り
に

よ
る
テ
ン
ポ
の
良
い
談
話
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
た
。

（
注
）

（
1
）
中
古
以
前
の
上
代
に
お
け
る
例
と
し
て
は
、「
網
児
（
あ
ご
）
の
山
五
百

重
（
い
ほ
へ
）
隠
（
か
く
）
せ
る
佐
堤
（
さ
て
）
の
崎
さ
て
延
（
は
）
へ
し

児
（
こ
）
が
夢
（
い
め
）
に
し
見
ゆ
る
」（
市
原
（
い
ち
は
ら
）
王
（
お
ほ

き
み
）
の
歌
一
首
、『
萬
葉
集
』
巻
第
四
・
六
六
二
番
歌
）（
原
表
記
：
網
児

之
山　

五
百
重
隠
有　

佐
堤
乃
崎　

左
手
縄
師
子
之　

夢
二
四
所
見
）
が
見

ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
例
に
つ
い
て
は
、「
上
代
語
に
サ
・
サ
テ
の
確
例
が

な
い
た
め
、
疑
問
が
な
く
も
な
い
。」（『
萬
葉
集
』
①
・
三
三
七
頁
頭
注
、『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
6
』）
と
あ
る
。

（
2
）
以
下
、
用
例
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
刊
行
）
に
よ
る
。

用
例
脇
の
傍
線
は
論
者
に
よ
る
。
頁
数
は
同
全
集
の
用
例
が
掲
載
さ
れ
た
頁

を
表
す
。

（
3
）
信
太
の
調
査
に
よ
れ
ば
覚
一
本
地
の
文
に
24
例
、
会
話
文
に
26
例
と
あ
る
。

（
信
太
・
同
、
39
頁
表
2
に
よ
る
。）

（
4
）
西
野
（
１
９
９
３
）
は
こ
の
定
義
に
つ
い
て
、「
対
話
」
の
部
分
を
「
会

話
」
と
い
う
語
で
述
べ
て
い
る
。

（
5
）
西
野
（
１
９
９
３
）
は
こ
れ
を
「
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
マ
ー
カ
ー
」
と
し
て

い
る
。「
談
話
標
識
」
は
こ
の
「
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
マ
ー
カ
ー
」
の
訳
語
と
し

て
先
行
研
究
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。

（
6
）
こ
れ
ら
は
本
論
で
資
料
と
し
て
い
る
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の

校
訂
者
に
よ
る
判
断
に
基
づ
く
と
す
る
考
え
も
あ
る
が
、
校
訂
を
行
っ
た
先

行
研
究
者
に
拠
る
学
究
的
判
断
に
基
づ
く
表
記
や
記
載
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
本
論
で
は
こ
れ
を
尊
重
し
該
当
文
が
対
話
文
で
あ
る
こ
と
を
判
断

す
る
指
標
と
し
て
こ
れ
ら
の
表
記
や
記
載
の
有
無
を
以
て
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

（
7
）
中
井
（
２
０
０
３
）
自
身
は
こ
れ
を
「
タ
ー
ン
」
と
す
る
が
、
本
論
で
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は
こ
の
概
念
を
指
す
談
話
分
析
で
の
元
の
術
語
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
」
の
訳
語
と
し

て
、
メ
イ
ナ
ー
ド
（
１
９
９
３
）
や
李
（
１
９
９
５
）
な
ど
に
よ
る
「
発
話

順
番
」
と
い
う
術
語
を
用
い
る
。
こ
れ
は
本
論
の
用
例
に
使
用
し
た
作
品
が

古
典
の
物
語
作
品
で
あ
る
こ
と
や
本
論
の
主
旨
を
鑑
み
て
の
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
」
の
訳
語
に
は
「
会
話
の
順
番
」（
山
崎
・
吉
井
（
１

９
８
４
））、「
発
話
順
番
」（
メ
イ
ナ
ー
ド
（
１
９
９
３
）、
李
（
１
９
９
５
））、

「
タ
ー
ン
」（
木
暮
（
２
０
０
１
）、
中
井
（
２
０
０
３
））
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
中
井
（
２
０
０
３
）
自
身
は
「
タ
ー
ン
」
の
定
義
に
つ
い
て
、「
対
話
」

の
部
分
を
「
会
話
」
と
い
う
語
で
述
べ
て
い
る
。

（
8
）
こ
れ
は
、
こ
の
概
念
を
指
す
談
話
分
析
で
の
元
の
術
語
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｎ‒

ｔ
ａ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
」
の
訳
語
と
し
て
、
メ
イ
ナ
ー
ド
（
１
９
９
３
）
が
用
い
た

も
の
で
あ
る
。ち
な
み
に
、「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｎ‒
ｔ
ａ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
」の
訳
語
に
は「
会

話
の
順
番
取
り
」（
山
崎
・
吉
井
（
１
９
８
４
））
な
ど
も
あ
る
が
、
本
論
は

発
話
の
順
番
取
り
と
い
う
行
為
よ
り
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発
話
者
が
交
替
す

る
と
い
う
事
象
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
話
者
交
替
」
の
術
語
を

採
用
す
る
。

（
9
）
Ｍ
・
Ａ
・
Ｋ
・
ハ
リ
デ
イ
と
ル
カ
イ
ヤ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
）
は
結

束
性
に
つ
い
て
、「
結
束
性
は
、
テ
ク
ス
ト
の
1
つ
の
部
分
と
他
の
も
う
1

つ
の
部
分
と
の
間
に
存
在
す
る
連
続
性
を
表
し
て
い
る
。（
略
）
結
束
性
が

も
た
ら
す
連
続
性
は
、
ご
く
一
般
的
な
こ
と
ば
で
言
え
ば
、
談
話
の
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
で
、
先
行
部
分
と
の
接
触
点
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
の

意
義
は
、
そ
の
よ
う
な
接
触
点
が
存
在
す
る
と
い
う
単
純
な
事
実
の
中
に
見

い
だ
さ
れ
る
。」（
三
九
二
頁
）
と
定
義
す
る
。
ま
た
、「
首
尾
一
貫
性
」
に

つ
い
て
は
、「
首
尾
一
貫
性
は
、
内
容
（
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
）
の
点
だ
け
で

は
な
く
、
英
語
に
備
わ
っ
て
い
る
意
味
手
段
の
中
か
ら
ト
ー
タ
ル
に
選
択
し

て
い
る
点
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
手
段
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
人
関
係
的
（
社
交
的
・
表
現
的
・
意
欲
的
）
な
要
素
―
た
と
え
ば
、

ム
ー
ド
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
、
強
調
、
そ
の
他
、
話
し
手
が
発
話
場
面
へ
介
入

す
る
際
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が
含
ま
れ
る
。（
略
）
テ
ク
ス
ト
と
は
、
次
の

2
点
で
首
尾
一
貫
性
の
あ
る
談
話
の
一
節
で
あ
る
。
1
つ
、
テ
ク
ス
ト
は
、

場
面
の
脈
絡
に
関
し
て
首
尾
一
貫
性
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
使
用
域
に
お
い

て
も
整
合
性
が
あ
る
。
2
つ
、
テ
ク
ス
ト
は
、
そ
れ
自
体
に
関
し
て
首
尾
一

貫
性
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
結
束
的
で
あ
る
。」（
二
九
頁
）
と
述
べ
る
。
こ

の
言
及
を
踏
ま
え
て
本
論
で
は
首
尾
一
貫
性
に
つ
い
て
、
内
容
と
形
式
の
両

面
に
お
い
て
整
合
性
や
共
有
性
が
見
い
だ
せ
る
性
質
、
と
考
え
る
。
な
お
、

Ｍ
・
Ａ
・
Ｋ
・
ハ
リ
デ
イ
と
ル
カ
イ
ヤ
・
ハ
サ
ン
は
英
文
に
つ
い
て
考
察
対

象
と
し
て
い
る
た
め
、
英
文
で
書
か
れ
た
内
容
を
持
つ
ま
と
ま
り
を
指
し
て

「
テ
ク
ス
ト
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
で
考
察
対
象
と
し
て
い
る

和
文
物
語
作
品
の
「
話
」
と
考
え
て
論
考
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
10
）
Ｍ
・
Ａ
・
Ｋ
・
ハ
リ
デ
イ
と
ル
カ
イ
ヤ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
・
ⅰ
～

ⅱ
）
は
文
法
的
結
束
性
を
表
す
要
素
と
し
て
、（
1
）
指
示
詞
（
人
称
詞
、

指
示
詞
、
比
較
語
）、（
2
）
代
用
（
名
詞
の
代
用
、
動
詞
の
代
用
、
節
の
代

用
）、（
3
）
省
略
（
名
詞
句
の
省
略
、
動
詞
句
の
省
略
、
節
の
省
略
）、

（
4
）
接
続
（
付
加
的
、
反
意
的
、
因
果
的
、
時
間
的
）
な
要
素
が
あ
り
、

語
彙
的
結
束
性
を
表
す
要
素
と
し
て
、（
1
）
再
叙
（
同
一
語
、
同
意
語
、

上
位
語
の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
再
叙
）（
2
）
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
挙
げ
る
。

（
11
）
こ
の
よ
う
な
組
に
つ
い
て
メ
イ
ナ
ー
ド
（
一
九
九
三
）
は
「
隣
接
ペ
ア

（adjacency pairs

）
と
す
る
。
メ
イ
ナ
ー
ド
は
、「「
隣
接
ペ
ア
（adjacency 

pairs
）」
と
は
、「
問
い
」
―
「
答
え
」、「
挨
拶
」
―
「
挨
拶
」、「
申
し
出
」

―
「
受
容
」、「
陳
謝
」
―
「
軽
い
否
定
」
の
よ
う
な
、
一
対
に
な
っ
た
発
話

の
組
合
せ
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
話
者
が
次
の
話
者
を
選
ぶ
方
法
の
一
つ
で

あ
り
、「
話
者
交
替
ル
ー
ル
」
が
会
話
の
各
部
に
適
用
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
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て
い
る
こ
と
（local m

anagem
ent organization

）
と
深
く
か
か
わ
っ
て

い
る
。」（
同
・
一
四
頁
）
と
述
べ
る
。

（
参
考
文
献
）

庵　

功
雄
（
一
九
九
六
）「「
そ
れ
が
」
と
テ
キ
ス
ト
の
構
造
―
接
続
詞
と
指
示

詞
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察
―
」『
阪
大
日
本
語
研
究
』
8
大
阪
大
学
文
学

部
日
本
語
科
言
語
系

池
上
禎
造
（
一
九
四
七
）「
中
古
文
と
接
續
詞
」『
國
語
・
國
文
』
第
一
五
巻
第

二
〇
号
、
京
都
帝
國
大
學
國
文
学
会

糸
井
通
浩
（
一
九
八
七
）「
中
古
文
と
接
続
語
―
「
か
く
て
」「
さ
て
」
を
中
心

に
―
」『
日
本
語
学
』
第
六
巻
第
九
号
、
明
治
書
院

Ｍ
・
Ａ
・
Ｋ
・
ハ
リ
デ
イ　

ル
カ
イ
ヤ
・
ハ
サ
ン　
〈
安
藤
貞
雄
・
多
田
保

行
・
永
田
龍
男
・
中
川
憲
・
高
口
圭
轉
訳
〉（
一
九
九
七
）『
テ
ク
ス
ト
は
ど

の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
か
―
言
語
の
結
束
性
―
』　
『
言
語
学
翻
訳
叢
書
第
8

巻
』、
ひ
つ
じ
書
房

エ
リ
ク
・
ロ
ン
グ
（
一
九
九
五
）「『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
談
話
分
析
の
試
み
」

『
日
本
語
学
』vol14

、
2
月
号
、
明
治
書
院

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
二
）「
指
示
副
詞
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
―
サ
系
列
・

ソ
系
を
中
心
に
―
」『
国
語
学
』
第
五
三
巻
三
号
、
国
語
学
会

岡
﨑
友
子
（
二
〇
一
一
）「
指
示
詞
系
接
続
語
の
歴
史
的
変
化
―
中
古
の
「
カ

ク
テ
・
サ
テ
」
を
中
心
に
―
」『
日
本
語
文
法
の
歴
史
と
変
化
』
青
木
博
史
編
、

く
ろ
し
お
出
版

神
谷
か
を
る
（
一
九
八
六
）「
中
古
語
の
文
と
句
の
連
接
―
源
氏
物
語
の
頃
ま

で
―
」『
日
本
語
学
』vol5

、
一
〇
月
号
、
明
治
書
院

京
極
興
一
・
松
井
栄
一
（
一
九
七
三
）「
接
続
詞
の
変
遷
」　

鈴
木
一
彦
・
林
巨

樹
編
『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
6
接
続
詞
・
感
動
詞
』、
明
治
書
院

金
水
敏
・
田
窪
行
則
編
（
一
九
九
二
）『
日
本
語
研
究
資
料
1　

指
示
詞
』、
ひ

つ
じ
書
房

甲
田
直
美
（
二
〇
〇
一
）『
談
話
・
テ
ク
ス
ト
展
開
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
―
接
続
表

現
と
談
話
標
識
の
認
知
的
考
察
―
』、
風
間
書
房

佐
久
間
ま
ゆ
み
・
杉
戸
清
樹
・
半
澤
幹
一
編
（
一
九
九
七
）『
文
章
・
談
話
の

し
く
み
』、
お
う
ふ
う

佐
久
間
ま
ゆ
み
（
二
〇
一
〇
）『
講
義
の
談
話
の
表
現
と
理
解
』、
く
ろ
し
お
出

版
信
太
知
子
（
一
九
九
五
）「『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
談
話
」『
日
本
語
学
』

vol14

、
2
月
号
、
明
治
書
院

鈴
木
一
彦
、
林
巨
樹
編
（
一
九
七
三
）『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
9　

助
詞
』、

明
治
書
院

田
窪
行
則
・
金
水
敏
（
一
九
九
七
）「
応
答
詞
・
感
動
詞
の
談
話
的
機
能
」『
文

法
と
音
声
』
音
声
文
法
研
究
会
編
、
く
ろ
し
お
出
版

中
井
陽
子
（
二
〇
〇
三
）「
言
語
・
非
言
語
行
動
に
よ
る
タ
ー
ン
の
受
け
継
ぎ

の
表
示
」『
早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
』
3　

早
稲
田
大
学
大
学
院
日

本
語
教
育
研
究
科

西
野
容
子
（
一
九
九
三
）「
連
載
：
語
用
論
の
現
在
と
将
来
（
3
）
―
会
話
分

析
に
つ
い
て
―
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
マ
ー
カ
ー
を
中
心
と
し
て
―
」『
日
本
語
学
』

12
巻
5
号
、
明
治
書
院

初
鹿
野
阿
れ
（
一
九
九
八
）「
発
話
タ
ー
ン
交
代
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
―
相
手
の
発

話
中
に
自
発
的
に
タ
ー
ン
を
始
め
る
場
合
―
」『
東
京
外
国
語
大
学
留
学
生

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
論
集
24
』、　

東
京
外
国
語
大
学
留
学
生
日
本
語
教
育

セ
ン
タ
ー

長
谷
川
哲
子
（
二
〇
〇
〇
）「
転
換
の
接
続
詞
「
さ
て
」
に
つ
い
て
」『
日
本
語

教
育
』
一
〇
五
号
、
日
本
語
教
育
学
会
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ポ
リ
ー
・
ザ
ト
ラ
ウ
ス
キ
ー
（
一
九
九
三
）『
日
本
語
研
究
叢
書
5　

日
本
語

の
談
話
の
構
造
分
析
―
勧
誘
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
考
察
―
』、
く
ろ
し
お
出

版
メ
イ
ナ
ー
ド
・
Ｋ
・
泉
子
（
一
九
九
三
）『
会
話
分
析
』、
く
ろ
し
お
出
版

（
参
考
資
料
）

松
村
明
編
（
一
九
七
一
）『
日
本
文
法
大
辞
典
』
明
治
書
院

中
村
幸
彦
、
岡
見
政
雄
、
阪
倉
篤
義
編
（
一
九
九
九
）『
角
川
古
語
大
辞
典
』

角
川
書
店

日
本
語
文
法
学
会
編
（
二
〇
一
四
）『
日
本
語
文
法
事
典
』
大
修
館
書
店

（
用
例
採
集
資
料
）

・『
大
和
物
語
』、『
平
中
物
語
』、『
落
窪
物
語
』、『
堤
中
納
言
物
語
』、　
『
浜
松

中
納
言
物
語
』、『
源
氏
物
語
』、『
保
元
物
語
』、『
平
治
物
語
』、『
平
家
物
語
』、

『
住
吉
物
語
』、『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』、『
狂
言
集
』
以
上
全
て
『
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
刊
行
）
に
拠
っ
た
。

・『
天
草
版
平
家
物
語
』
は
、
江
口
正
弘
著
（
一
九
八
六
）『
天
草
版
平
家
物
語

対
照
本
文
及
び
総
索
引
』（
明
治
書
院
刊
行
）
に
拠
っ
た
。

・
検
索
サ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジhttp://japanknow

ledge.com
/

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日　

二
〇
一
七
年
八
月
二
十
八
日
）

（「
引
き
取
り
の
サ
テ
」
用
例
）

※
用
例
の
傍
線
は
論
者
に
よ
る
。

・
中
古

（
1
）「
さ
聞
き
は
べ
り
」
と
い
ら
へ
け
り
。
男
、「
さ
て
、
そ
れ
を
ば
い
か
が

聞
き
た
ま
ふ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
女
ふ
と
い
ら
へ
け
り
。（
う
た
）
わ
れ
も

し
か
な
き
て
ぞ
人
に
恋
ひ
ら
れ
し
今
こ
そ
よ
そ
に
声
を
の
み
聞
け　

と
読
み

た
り
け
れ
ば
、
限
り
な
く
め
で
て
、
こ
の
今
の
妻
を
ば
送
り
て
、（『
大
和
物

語
』
一
五
八
段
、
三
九
四
頁
）

（
2
）
そ
れ
を
、
こ
の
男
と
も
も
の
な
ど
い
ひ
て
知
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
あ

り
け
る
、「
さ
て
、
こ
の
男
は
た
れ
と
か
い
ひ
つ
る
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
名

を
い
ひ
け
れ
ば
、
こ
の
あ
し
と
思
ひ
け
る
女
、（『
平
中
物
語
』
二
五
段
、
四

九
六
頁
）

（
3
）
返
し
、　

山
菅
は
思
ひ
や
ま
ず
の
み
繁
れ
ど
も
な
に
か
妹
背
の
山
は
く
づ

れ
む　

か
く
い
ひ
つ
つ
、「
さ
て
、
い
か
で
。
あ
り
し
や
う
な
る
こ
と
を
ぞ

よ
き
」
と
い
へ
ど
、（『
平
中
物
語
』
二
九
段
、
五
一
一
頁
）

（
4
）「
こ
の
、
の
ぞ
き
た
ま
へ
る
人
は
、
こ
の
、
南
に
宿
り
た
ま
へ
る
か
」
と

問
ふ
。「
さ
な
り
」「
さ
て
、
そ
の
人
ぞ
」
な
ど
問
へ
ば
、（『
平
中
物
語
』
三

六
段
、
五
二
六
頁
）

（
5
）「
上
も
聞
い
た
ま
ひ
て
は
、『
よ
し
』
と
は
の
た
ま
ひ
て
む
や
」
と
の
た

ま
ひ
て
、「
さ
て
あ
ら
ぬ
時
は
、
よ
く
や
は
聞
こ
え
た
ま
ひ
て
や
。（『
落
窪

物
語
』、
巻
之
一
、
二
四
頁
）

（
6
）「
い
と
ほ
し
き
こ
と
」
と
申
し
た
ま
へ
ば
、「
さ
て
、
そ
れ
が
い
つ
か
あ

り
き
し
た
る
。
旅
に
て
は
、
縫
物
や
あ
ら
む
と
す
る
。
な
ほ
、
あ
り
か
せ
そ

め
じ
。
う
ち
は
め
て
置
き
た
る
ぞ
」（『
落
窪
物
語
』、
巻
之
一
、
三
〇
頁
）

（
7
）「
よ
ろ
こ
び
た
ま
ひ
て
、
さ
ざ
め
き
騒
ぎ
た
ま
ひ
て
、
文
や
ら
せ
た
ま
ふ

め
り
」
と
言
へ
ば
、「
い
と
う
れ
し
く
。
さ
て
」
と
言
ひ
て
、
い
と
よ
く
ほ

ほ
ゑ
み
た
る
ま
み
、
口
つ
き
の
、
灯
の
あ
か
き
に
映
え
て
、
に
ほ
ひ
た
る
も

の
か
ら
、
恥
づ
か
し
げ
な
り
。（『
落
窪
物
語
』
巻
之
一
、
八
九
頁
）

（
8
）
静
心
な
く
て
、「
さ
て
、
い
つ
か
」
と
言
へ
ば
、「
今
宵
ぞ
か
し
」
と
言

へ
ば
、「
今
日
は
御
忌
日
な
る
を
。
何
か
疑
ひ
あ
ら
む
」
と
言
へ
ば
、（『
落
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窪
物
語
』
巻
之
二
、
一
二
〇
頁
）

（
9
）「
心
地
は
い
と
あ
し
、
こ
の
翁
の
近
づ
き
た
る
に
な
む
、
い
と
わ
び
し
き
、

そ
の
遣
戸
掛
け
こ
め
て
、
な
入
れ
そ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、「
さ
て
腹
立
ち
な
む
。

な
ほ
な
ご
め
さ
せ
お
は
し
ま
せ
。」（『
落
窪
物
語
』
巻
之
二
、
一
二
五
頁
）

（
10
）「
誰
か
は
た
だ
今
、『
去
り
た
ま
へ
』『
捨
て
た
ま
へ
』
と
聞
こ
ゆ
る
」「
さ

て
、
さ
に
は
あ
ら
ず
や
。
め
あ
は
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
は
ば
」「
い
で
、
あ

な
か
し
が
ま
し
。
取
り
出
で
て
も
、
さ
ま
あ
し
か
ら
む
か
。
な
ど
か
お
ど
ろ

お
ど
ろ
し
う
は
言
ふ
べ
か
ら
む
は
。
か
た
へ
は
妻
を
思
ふ
な
め
り
」（『
落
窪

物
語
』
巻
之
二
、
一
九
三
頁
）

（
11
）「
は
じ
め
て
や
ん
ご
と
な
く
の
み
思
ほ
し
ま
さ
り
け
む
」
と
の
た
ま
へ
ば
、

殿
い
と
よ
く
ほ
ほ
ゑ
み
て
、「
さ
て
、
そ
ら
ご
と
は
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
近

う
寄
り
て
、「
か
の
『
落
窪
』
の
、
言
ひ
た
て
ら
れ
て
、
さ
い
な
ま
れ
た
ま

ひ
し
夜
こ
そ
、
い
み
じ
き
志
は
ま
さ
り
し
か
。」（『
落
窪
物
語
』
巻
之
四
、

三
一
六
頁
）

（
12
）「
烏
毛
虫
だ
ち
た
め
り
」「
さ
て
、
歯
ぐ
き
は
、
皮
の
む
け
た
る
に
や
あ

ら
む
」
と
て
、（『
堤
中
納
言
物
語
』「
虫
め
づ
る
姫
君
」
四
一
〇
頁
）

（
13
）「
な
り
に
け
れ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
北
の
方
、「
さ
て
、
斎
宮
を
ば
、
何

と
か
定
め
き
こ
え
た
ま
ふ
」
と
言
へ
ば
、
小
命
婦
の
君
、「
を
か
し
き
は
、」

（『
堤
中
納
言
物
語
』「
は
な
だ
の
女
御
」
四
七
五
頁
）

（
14
）
三
位
中
将
、「
い
と
な
ほ
き
木
を
な
む
押
し
折
り
た
め
る
」
と
聞
こ
え
た

ま
ふ
に
、
う
ち
笑
ひ
た
ま
へ
ば
、
み
な
何
と
な
く
さ
と
笑
ふ
声
聞
え
や
す
ら

む
。
中
納
言
、「
さ
て
呼
び
返
さ
ざ
り
つ
る
さ
き
は
、
い
か
が
言
ひ
つ
る
。

こ
れ
や
な
ほ
し
た
る
定
」
と
問
ひ
た
ま
へ
ば
、「
久
し
う
立
ち
て
は
べ
り
つ

れ
ど
、
と
も
か
く
も
侍
ら
ざ
り
つ
れ
ば
、（『
枕
草
子
』
第
三
三
段
、
八
一
頁
）

（
15
）「
改
ま
ら
ざ
る
も
の
は
心
な
り
」
と
の
た
ま
へ
ば
、「
さ
て
『
は
ば
か
り

な
し
』
と
は
、
何
を
言
ふ
に
か
」
と
あ
や
し
が
れ
ば
、
笑
ひ
つ
つ
、「
仲
よ

し
な
ど
も
人
に
言
は
る
。」（『
枕
草
子
』
第
四
七
段
、
一
〇
六
頁
）

（
16
）「
こ
の
事
ど
も
よ
り
は
、
昼
斉
信
が
ま
ゐ
り
た
り
つ
る
を
見
ま
し
か
ば
、

い
か
に
め
で
ま
ど
は
ま
し
と
こ
そ
お
ぼ
え
つ
れ
」
と
仰
せ
ら
る
る
に
、「
さ
て
、

ま
こ
と
に
常
よ
り
も
あ
ら
ま
ほ
し
う
こ
そ
」
な
ど
言
ふ
。「
ま
づ
そ
の
事
を

こ
そ
は
啓
せ
む
と
思
ひ
て
ま
ゐ
り
つ
る
に
、
物
語
の
こ
と
に
ま
ぎ
れ
て
」
と

て
、（『
枕
草
子
第
七
九
段
、
一
四
四
頁
）

（
17
）「
手
を
打
ち
て
さ
わ
ぎ
は
べ
り
つ
る
」
な
ど
言
ひ
さ
わ
ぐ
に
、
内
よ
り
仰

せ
言
あ
り
。「
さ
て
雪
は
今
日
ま
で
あ
り
や
」
と
仰
せ
言
あ
れ
ば
、
い
と
ね

た
う
く
ち
を
し
け
れ
ど
、「『
年
の
内
、つ
い
た
ち
ま
で
だ
に
あ
ら
じ
』と
人
々

の
啓
し
た
ま
ひ
し
に
、（『
枕
草
子
』
第
八
三
段
、
一
六
三
頁
）

（
18
）「
雨
降
り
ぬ
」
と
言
へ
ば
、
い
そ
ぎ
て
車
に
乗
る
に
、「
さ
て
こ
の
歌
は
、

こ
こ
に
て
こ
そ
よ
ま
め
」
な
ど
言
へ
ば
、「
さ
は
れ
、
道
に
て
も
」
な
ど
言

ひ
て
、
み
な
乗
り
ぬ
。（『
枕
草
子
』
第
九
五
段
、
一
八
六
頁
）

（
19
）
藤
侍
従
の
、
一
条
の
大
路
走
り
つ
る
語
る
に
ぞ
、
み
な
笑
ひ
ぬ
る
。「
さ

て
い
づ
ら
、
歌
は
」
と
問
は
せ
た
ま
へ
ば
、
か
う
か
う
と
啓
す
れ
ば
、「
く

ち
を
し
の
事
や
。」（『
枕
草
子
』
第
九
五
段
、
一
八
九
頁
）

（
20
）「
幼
き
者
な
ど
も
あ
り
し
に
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
、
撫
子
の
花
を
折
り
て
お

こ
せ
た
り
し
」
と
て
涙
ぐ
み
た
り
。「
さ
て
、
そ
の
文
の
言
葉
は
」
と
問
ひ

た
ま
へ
ば
、「
い
さ
や
、
こ
と
な
る
こ
と
も
な
か
り
き
や
。」（『
源
氏
物
語
』

帚
木
、
八
二
頁
）

（
21
）渡
殿
の
戸
口
に
寄
り
ゐ
た
ま
へ
り
、い
と
か
た
じ
け
な
し
と
思
ひ
て
、「
例

な
ら
ぬ
人
は
は
べ
り
て
え
近
う
も
寄
り
は
べ
ら
ず
」、「
さ
て
今
宵
も
や
か
へ

し
て
ん
と
す
る
。
い
と
あ
さ
ま
し
う
か
ら
う
こ
そ
あ
べ
け
れ
」
と
の
た
ま
へ

ば
、「
な
ど
て
か
。
あ
な
た
に
帰
り
は
べ
り
な
ば
、
た
ば
か
り
は
べ
り
な
ん
」

と
聞
こ
ゆ
。（『
源
氏
物
語
』
空
蝉
、
一
二
二
頁
）

（
22
）「
お
の
づ
か
ら
も
の
言
ひ
漏
ら
し
つ
べ
き
眷
属
も
た
ち
ま
じ
り
た
ら
む
。
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ま
づ
こ
の
院
を
出
で
お
は
し
ま
し
ね
」
と
言
ふ
。「
さ
て
、
こ
れ
よ
り
人
少

な
な
る
所
は
い
か
で
か
あ
ら
ん
」
と
の
た
ま
ふ
。「
げ
に
さ
ぞ
は
べ
ら
ん
。」

（『
源
氏
物
語
』
夕
顔
、
一
七
一
頁
）

（
23
）「
し
か
。
一
昨
年
の
春
ぞ
も
の
し
た
ま
へ
り
し
。
女
に
て
い
と
ら
う
た
げ

に
な
ん
」
と
語
る
。「
さ
て
い
づ
こ
に
ぞ
。
人
に
さ
と
は
知
ら
せ
で
我
に
得

さ
せ
よ
。
あ
と
は
か
な
く
い
み
じ
と
思
ふ
御
形
見
に
、
い
と
う
れ
し
か
る
べ

く
な
ん
」
と
の
た
ま
ふ
。「
か
の
中
将
に
も
伝
ふ
べ
け
れ
ど
、
言
ふ
か
ひ
な

き
か
ご
と
負
ひ
な
ん
。」（『
源
氏
物
語
』
夕
顔
、
一
八
六
頁
）

（
24
）「
後
の
世
の
勤
め
も
い
と
よ
く
し
て
、
な
か
な
か
法
師
ま
さ
り
し
た
る
人

に
な
ん
は
べ
り
け
る
」
と
申
せ
ば
、「
さ
て
、
そ
の
む
す
め
は
」
と
問
ひ
た

ま
ふ
。「
け
し
う
は
あ
ら
ず
、容
貌
心
ば
せ
な
ど
は
べ
る
な
り
。（『
源
氏
物
語
』

若
紫
、
二
〇
三
頁
）

（
25
）「
い
と
す
き
た
る
者
な
れ
ば
、
か
の
入
道
の
遺
言
破
り
つ
べ
き
心
は
あ
ら

ん
か
し
」、「
さ
て
た
た
ず
み
寄
る
な
ら
む
」
と
言
ひ
あ
へ
り
。「
い
で
、
な

に
し
に
。
さ
い
ふ
と
も
田
舎
び
た
ら
む
」
と
言
ひ
あ
へ
り
。（『
源
氏
物
語
』

若
紫
、
二
〇
四
頁
）

（
26
）「
御
返
り
は
さ
ら
に
。
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
を
り
ば
か
り
な
む
。
そ
れ
を

だ
に
、
苦
し
い
こ
と
に
思
い
た
る
」
と
聞
こ
ゆ
。「
さ
て
こ
の
若
や
か
に
結

ぼ
ほ
れ
た
る
は
誰
が
ぞ
。
い
と
い
た
う
書
い
た
る
気
色
か
な
」
と
ほ
ほ
笑
み

て
御
覧
ず
れ
ば
、「
か
れ
は
、
執
念
う
と
ど
め
て
ま
か
り
に
け
る
こ
そ
。」（『
源

氏
物
語
』
胡
蝶
、
一
七
九
頁
）

（
27
）
い
と
き
よ
げ
に
も
の
も
の
し
く
、
は
な
や
か
な
る
さ
ま
し
て
、
お
ぼ
ろ

け
の
人
見
え
に
く
き
御
気
色
を
も
見
知
ら
ず
、「
さ
て
、
い
つ
か
女
御
殿
に

は
参
り
は
べ
ら
ん
ず
る
」
と
聞
こ
ゆ
れ
ば
、「
よ
ろ
し
き
日
な
ど
や
い
ふ
べ

か
ら
む
。
よ
し
、
こ
と
ご
と
し
く
は
何
か
は
。
さ
思
は
れ
ば
、
今
日
に
て
も
」

と
、
の
た
ま
ひ
棄
て
て
渡
り
た
ま
ひ
ぬ
。（『
源
氏
物
語
』
常
夏
、
二
四
六
頁
）

（
28
）
宮
い
と
切
に
を
か
し
と
思
い
た
り
。
さ
れ
ば
よ
と
御
気
色
を
見
て
、
い

と
ど
御
心
動
き
ぬ
べ
く
言
ひ
つ
づ
け
た
ま
ふ
。「
さ
て
、
そ
の
あ
り
け
ん
返

り
事
は
、
な
ど
か
見
せ
た
ま
は
ざ
り
し
。
ま
ろ
な
ら
ま
し
か
ば
」
と
恨
み
た

ま
ふ
。「
さ
か
し
。
い
と
さ
ま
ざ
ま
御
覧
ず
べ
か
め
る
端
を
だ
に
見
せ
さ
せ

た
ま
は
ぬ
。（『
源
氏
物
語
』
橋
姫
、
一
五
四
頁
）

（
29
）
あ
ま
り
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
こ
と
と
耳
と
ま
り
け
る
。「
さ
て
、
か
の
北

の
方
に
は
か
く
と
も
の
し
つ
や
。
心
ざ
し
こ
と
に
思
ひ
は
じ
め
た
ま
ふ
ら
ん

に
、
ひ
き
違
へ
た
ら
む
、
ひ
が
ひ
が
し
く
ね
ぢ
け
た
る
や
う
に
と
り
な
す
人

も
あ
ら
ん
。
い
さ
や
」
と
思
し
た
ゆ
た
ひ
た
る
を
、「
何
か
。
北
の
方
も
、

か
の
姫
君
を
ば
い
と
や
む
ご
と
な
き
も
の
に
思
ひ
か
し
づ
き
た
て
ま
つ
り
た

ま
ふ
な
り
。」（『
源
氏
物
語
』
東
屋
、
三
一
頁
）

（
30
）「
わ
が
も
と
に
あ
れ
か
し
。
あ
な
た
も
も
て
離
る
べ
く
や
は
」
と
の
た
ま

へ
ば
、「
さ
て
さ
ぶ
ら
は
ん
に
つ
け
て
も
、
も
の
の
み
悲
し
か
ら
ん
を
思
ひ

た
ま
へ
れ
ば
、
い
ま
、
こ
の
御
は
て
な
ど
過
ぐ
し
て
」
と
聞
こ
ゆ
。「
ま
た

も
参
れ
」
な
ど
、（『
源
氏
物
語
』
蜻
蛉
、
二
二
九
頁
）

（
31
）「
一
昨
年
の
秋
も
、
こ
こ
に
は
べ
る
人
の
子
の
、
二
つ
ば
か
り
に
は
べ
し

を
と
り
て
参
で
来
た
り
し
か
ど
も
、
見
驚
か
ず
は
べ
り
き
」「
さ
て
そ
の
児

は
死
に
や
し
に
し
」
と
言
へ
ば
、「
生
き
て
は
べ
り
。」（『
源
氏
物
語
』
手
習
、

二
八
三
頁
）

・
中
世

（
1
）
平
判
官
康
頼
、
参
り
て
、「
あ
あ
、
あ
ま
り
に
平
氏
の
お
ほ
う
候
に
、
も

て
酔
ひ
て
候
」と
申
す
。俊
寛
僧
都
、「
さ
て
そ
れ
を
ば
い
か
が
仕
ら
む
ず
る
」

と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
西
光
法
師
、「
頸
を
と
る
に
し
か
じ
」
と
て
、
瓶
子
の

く
び
を
と
ッ
て
ぞ
入
り
に
け
る
。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
一
、
鹿
谷
、

七
二
頁
）
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（
2
）
行
綱
ち
か
う
よ
り
、
小
声
に
な
ッ
て
申
し
け
る
は
、「
其
儀
で
は
候
は
ず
。

一
向
御
一
家
の
御
上
と
こ
そ
承
り
候
へ
」。「
さ
て
そ
れ
を
ば
法
皇
も
し
ろ
し

め
さ
れ
た
る
か
」。「
子
細
に
や
及
び
候
。」（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
二
、

西
光
被
斬
、
一
〇
八
頁
）

（
3
）
と
問
ひ
給
へ
ば
、「
春
日
大
明
神
の
御
鳥
井
な
り
」
と
申
す
。（
略
）「
さ

て
あ
の
く
び
は
い
か
に
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、「
是
は
平
家
太
政
大
臣
入
道
殿

の
御
頸
を
、
悪
行
超
過
し
給
へ
る
に
よ
っ
て
、
当
社
大
明
神
の
、
召
し
と
ら

せ
給
ひ
て
候
」
と
申
す
と
お
ぼ
え
て
夢
う
ち
さ
め
、（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、

巻
第
三
、
無
文
、
二
三
二
頁
）

（
4
）「『
文
覚
無
上
の
願
を
お
こ
し
て
、
勇
猛
の
行
を
く
は
た
つ
。
ゆ
い
て
力

を
あ
は
す
べ
し
』
と
、
明
王
の
勅
に
よ
ッ
て
来
れ
る
な
り
」
と
こ
た
へ
給
ふ
。

文
覚
声
を
い
か
ら
し
て
、「
さ
て
、
明
王
は
い
づ
く
に
ま
し
ま
す
ぞ
」。「
都

率
点
に
」
と
こ
た
へ
て
、
雲
井
は
る
か
に
あ
が
り
た
ま
ひ
ぬ
。
た
な
ご
こ
ろ

を
あ
は
せ
て
こ
れ
を
拝
み
奉
る
。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
五
、
文
覚

荒
行
、
三
七
九
頁
）

（
5
）「『
此
使
に
た
ぶ
べ
し
』
と
書
け
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
言
ふ
ま
ま
に
書
い
て
、

「
さ
て
、誰
ど
の
へ
と
書
き
候
は
う
ぞ
」。「
清
水
の
観
音
房
へ
と
書
け
」。（『
平

家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
五
、
文
覚
被
流
、
三
八
七
頁
）

（
6
）「
閻
魔
の
庁
よ
り
、平
家
太
政
入
道
殿
の
御
迎
に
参
ッ
て
候
」と
申
す
。「
さ

て
其
札
は
何
と
い
ふ
札
ぞ
」
と
問
は
せ
給
へ
ば
、「
南
閻
浮
提
金
銅
十
六
丈

の
盧
舎
那
仏
焼
き
ほ
ろ
ぼ
し
給
へ
る
罪
に
よ
っ
て
無
間
の
底
に
堕
ち
給
ふ
べ

き
よ
し
閻
魔
の
庁
に
御
さ
だ
め
候
が
、
無
間
の
無
を
ば
書
か
れ
て
、
間
の
字

を
ば
い
ま
だ
書
か
れ
ぬ
な
り
」
と
ぞ
申
し
け
る
。（『『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、

巻
第
六
、
入
道
死
去
、
四
五
〇
頁
）

（
7
）「
か
か
る
忘
れ
が
た
み
を
今
ま
で
見
ざ
り
け
る
事
よ
」
と
て
、
御
涙
せ
き

あ
へ
さ
せ
給
は
ず
。
浄
土
寺
の
二
位
殿
、
そ
の
と
き
は
い
ま
だ
丹
後
殿
と
て

御
前
に
候
は
せ
給
ふ
が
、「
さ
て
御
ゆ
づ
り
は
、
此
宮
に
て
こ
そ
わ
た
ら
お

は
し
ま
し
さ
ぶ
ら
は
め
」
と
せ
申
さ
せ
給
へ
ば
、
法
皇
、「
子
細
に
や
」
と

ぞ
仰
せ
け
る
。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
八
、
山
門
御
幸
、
一
〇
一
頁
）

（
8
）「
其
上
城
の
う
ち
に
は
お
と
し
あ
な
を
も
ほ
り
、
ほ
し
を
も
植
ゑ
て
待
ち

参
ら
せ
候
ら
ん
」
と
申
す
。「
さ
て
さ
様
（
や
う
）
の
所
は
鹿
は
か
よ
ふ
か
」。

「
鹿
は
か
よ
ひ
候
。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
九
、
老
馬
、
二
〇
四
頁
）

（
9
）『
御
兄
弟
の
御
な
か
に
は
、
備
中
守
殿
ば
か
り
一
谷
に
て
う
た
れ
さ
せ
給

ひ
て
候
』
と
、
申
す
者
に
こ
そ
あ
ひ
て
候
ひ
つ
れ
。『
さ
て
小
松
三
位
中
将

殿
の
御
事
は
い
か
に
』
と
問
ひ
候
ひ
つ
れ
ば
、『
そ
れ
は
い
く
さ
以
前
よ
り
、

大
事
の
御
い
た
は
り
と
て
、
八
島
に
御
渡
り
候
間
、
此
た
び
は
む
か
は
せ
給

ひ
候
は
ず
』（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
十
、
首
渡
、
二
六
〇
頁
）

（
10
）「
も
し
中
将
の
君
達
と
や
人
の
申
し
さ
ぶ
ら
ひ
け
ん
、
昨
日
武
士
の
と
り

参
ら
せ
て
ま
か
り
さ
ぶ
ら
ひ
ぬ
る
な
り
」
と
申
す
。「
さ
て
武
士
を
ば
誰
と

い
ひ
つ
る
」。「
北
条
と
こ
そ
申
し
さ
ぶ
ら
ひ
つ
れ
」。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、

巻
第
十
二
、
六
代
、
四
六
七
頁
）

（
11
）「
或
は
念
仏
申
す
者
も
候
、
或
は
涙
を
な
が
す
者
も
候
」。「
さ
て
此
子
は

何
と
し
て
あ
る
ぞ
」
と
宣
へ
ば
、「
人
の
見
参
ら
せ
候
と
き
は
、
さ
ら
ぬ
や

う
に
も
て
な
い
て
、
御
数
珠
を
く
ら
せ
お
は
し
ま
し
候
が
、（『
平
家
物
語
』

覚
一
本
、
巻
第
十
二
、
六
代
、
四
七
一
頁
）

（
12
）「
よ
き
敵
三
人
に
逢
う
た
る
心
地
こ
そ
し
候
ひ
つ
れ
」
と
申
す
。「
さ
て

正
明
を
ば
い
か
が
思
し
め
さ
れ
候
ひ
つ
る
」
と
申
せ
ば
、「
そ
れ
は
と
ら
れ

な
ん
う
へ
は
」
と
ぞ
宣
ひ
け
る
。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
十
二
、
泊

瀬
六
代
、
四
八
三
頁
）

（
13
）
そ
の
瀬
に
身
を
も
な
げ
ら
れ
な
ん
だ
心
中
わ
、
ま
こ
と
に
を
ろ
か
な
こ

と
で
ご
ざ
っ
た
．
右
馬
．
さ
て
こ
れ
わ
ま
こ
と
に
あ
わ
れ
な
こ
と
で
あ
っ
た

な
う
？　

し
て
少
将
や
、
康
頼
わ
そ
の
ま
ま
の
ぼ
ら
れ
て
あ
っ
た
か
？　

喜
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一
．
そ
の
を
こ
と
ぢ
ゃ
：
こ
の
人
々
わ
鬼
界
が
島
を
出
て
、（『
天
草
版
平
家

物
語
』
巻
第
一
、
第
十
一
、
少
将
、
康
頼
み
や
こ
え
帰
ら
る
る
道
す
が
ら
の

こ
と
、
七
七
頁
）

（
14
）
平
家
の
末
わ
な
ん
と
あ
ら
う
か
？　

恐
ろ
し
い
こ
と
ぢ
ゃ
．
右
馬
．
さ

て
誠
に
誰
に
も
、
か
れ
に
も
清
盛
わ
難
義
を
か
け
た
人
ぢ
ゃ
の
？　

ま
た
そ

の
祇
王
が
こ
と
を
も
聞
き
た
い
．
お
語
り
あ
れ
。
喜
一　

長
い
こ
と
な
れ
ど

も
、
申
さ
う
ず
．（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
二
、
第
一
、
祇
王
清
盛
に
愛

せ
ら
れ
た
こ
と
：
同
じ
く
仏
と
い
う
白
拍
子
に
思
い
か
え
ら
れ
て
の
ち
、
親

子
三
人
尼
に
な
り
、
世
を
厭
う
た
こ
と
と
、
ま
た
そ
の
仏
も
尼
に
な
っ
た
こ

と
、
九
三
頁
）

（
15
）
弔
い
奉
っ
た
と
、
言
う
た
れ
ば
、（
略
）
物
語
を
め
さ
れ
て
仰
せ
ら
る
る

わ
：
さ
て
頼
朝
わ
勅
勘
を
許
さ
れ
い
で
わ
、
何
と
し
て
謀
叛
を
も
起
さ
う
ぞ

と
あ
っ
た
れ
ば
、
そ
れ
わ
や
す
い
事
で
ご
ざ
る
（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻

第
二
、
第
九
、
文
覚
の
す
す
め
に
よ
っ
て
頼
朝
の
謀
叛
を
を
こ
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
と
、
平
家
わ
ま
た
こ
れ
を
平
げ
う
と
て
、
討
手
を
く
だ
さ
れ
た
こ
と
、

一
四
五
頁
）

（
16
）
西
海
の
旅
の
空
ま
で
も
吹
く
風
の
声
、
立
つ
波
の
音
に
つ
け
て
も
、
た

だ
今
の
聞
く
や
う
に
思
わ
れ
た
と
、
聞
こ
え
て
ご
ざ
る
．
右
馬
．
さ
て
平
家

の
一
門
の
う
ち
に
都
に
と
ど
ま
ら
れ
た
わ
な
か
っ
た
か
？　

喜　

そ
の
を
こ

と
ぢ
ゃ
（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
三
、
第
八
、
平
家
一
門
わ
都
を
落
ち

ら
る
る
そ
の
う
ち
に
池
の
大
納
言
殿
わ
都
に
と
ど
ま
ら
れ
た
こ
と
：
同
じ
く

福
原
を
立
た
る
と
て
、
一
門
の
人
々
名
残
を
惜
し
ま
れ
た
こ
と
、
一
八
七
頁
）

（
17
）
高
倉
の
院
の
幼
い
を
時
に
そ
っ
と
も
違
わ
ぬ
と
仰
せ
ら
れ
て
、
を
涙
を

流
さ
せ
ら
れ
た
．
そ
こ
に
丹
後
殿
と
申
し
た
女
房
衆
が
い
ら
れ
た
が
こ
れ
を

見
ま
ら
し
て
、
さ
て
を
譲
り
わ
こ
の
宮
で
こ
そ
ご
ざ
ら
う
ず
れ
と
申
さ
れ
た

れ
ば
、
法
皇
子
細
に
も
及
ば
ぬ
こ
と
ぢ
ゃ
と
仰
せ
ら
れ
た
．（『
天
草
版
平
家

物
語
』
巻
第
三
、
第
九
、
法
皇
鞍
馬
の
寺
か
ら
比
叡
の
山
え
還
御
あ
っ
た
こ

と
と
、
平
家
の
西
国
え
落
ち
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
、
一
九
九
頁
）

（
18
）
源
氏
ど
も
に
破
ら
れ
て
、
屋
島
え
渡
ら
せ
ら
れ
た
と
申
す
．
さ
て
三
位

の
中
将
わ
何
と
と
、
問
い
ま
ら
し
た
れ
ば
、
そ
の
日
の
軍
以
前
に
、
大
事
の

を
い
た
わ
り
で
屋
島
え
渡
ら
せ
ら
れ
た
に
よ
っ
て
、
今
度
の
を
こ
と
わ
軍
に

わ
あ
わ
せ
ら
れ
ぬ
と
こ
そ
申
し
て
ご
ざ
れ
と
申
せ
ば
（『
天
草
版
平
家
物
語
』

巻
第
四
、
第
十
、
都
で
平
家
の
一
門
の
首
を
渡
い
た
こ
と
と
、
三
位
の
中
将

夫
婦
の
沙
汰
、
二
八
七
頁
）

（
19
）
首
を
は
に
ょ
う
と
申
せ
ば
、
申
す
ま
で
も
な
う
や
が
て
賜
わ
っ
た
れ
ば
、

六
条
河
原
で
切
っ
て
、
緒
方
わ
か
い
が
い
し
ゅ
う
頼
ま
れ
た
と
申
す
．
右
馬
．

さ
て
つ
い
に
わ
兄
弟
の
を
仲
な
ん
と
な
っ
た
ぞ
？　

喜
一　

義
経
わ
院
の
御

所
え
参
っ
て
、
大
蔵
卿
を
も
っ
て
申
さ
れ
た
わ
：
義
経
こ
そ
鎌
倉
か
ら
討
た

れ
う
ず
る
で
ご
ざ
る
．（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
四
、
第
二
十
五
、
義
経

の
都
を
落
ち
ら
れ
た
こ
と
：
並
び
に
北
条
の
上
洛
の
こ
と
、
三
七
九
頁
）

（
20
）
小
松
の
三
位
中
将
殿
の
若
君
今
年
わ
十
二
に
な
ら
せ
ら
る
る
が
、
よ
に

う
つ
く
し
ゅ
う
ご
ざ
る
を
昨
日
武
士
に
捕
ら
れ
て
ご
ざ
る
：
あ
ま
り
い
と
う

し
ゅ
う
ご
ざ
れ
ば
、請
い
取
っ
て
を
弟
子
に
さ
せ
ら
れ
い
か
し
と
、申
せ
ば
：

文
覚
さ
て
一
定
こ
の
山
に
置
か
せ
ら
れ
う
か
？　

な
か
な
か
を
命
さ
え
助
か

ら
せ
ら
れ
ば
、
聖
の
御
坊
の
を
ま
ま
と
申
し
た
．（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻

第
四
、第
二
十
六
、六
代
を
北
条
召
し
と
っ
て
の
ち
、文
覚
わ
び
こ
と
に
よ
っ

て
頼
朝
放
免
せ
ら
れ
た
こ
と
、
三
八
六
頁
）

（
21
）
明
日
こ
そ
ま
か
り
く
だ
り
ま
ら
す
れ
と
て
、
念
仏
を
申
す
も
ご
ざ
り
、

そ
ば
に
向
い
て
涙
ぐ
む
者
も
ご
ざ
る
と
申
せ
ば
：
さ
て
六
代
わ
な
ん
と
あ
る

ぞ
と
、
仰
せ
ら
る
れ
ば
：
人
の
見
ま
ら
す
る
時
わ
、
数
珠
つ
ま
ぐ
ら
せ
ら
れ
、

さ
ら
ぬ
や
う
に
も
て
な
さ
せ
ら
る
る
が
、（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
四
、

第
二
十
六
、
六
代
を
北
条
召
し
と
っ
て
の
ち
、
文
覚
わ
び
こ
と
に
よ
っ
て
頼
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朝
放
免
せ
ら
れ
た
こ
と
、
三
八
九
頁
）

（
22
）
御
前
な
る
人
々
、「
い
な
や
、
こ
の
昼
、
世
に
失
せ
た
ま
へ
る
と
の
の
し

る
大
将
殿
こ
そ
こ
れ
に
お
は
し
ま
し
つ
れ
」
と
言
ふ
に
、
あ
や
し
あ
や
し
と

聞
き
た
ま
ひ
て
、う
ち
ほ
ほ
笑
み
て
、「
さ
て
、さ
て
」と
問
ひ
た
ま
へ
ば
、「
狩

装
束
に
て
あ
の
小
柴
垣
の
も
と
に
こ
そ
立
ち
た
ま
へ
り
つ
れ
ど
、
わ
づ
ら
は

し
さ
に
音
も
し
は
べ
ら
ざ
り
つ
れ
ば
、
立
ち
わ
づ
ら
ひ
て
帰
り
た
ま
ひ
ぬ
」

と
言
ふ
に
、（『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
巻
第
三
、
三
五
三
頁
）

（
23
）
喜
び
て
、
白
き
袿
一
襲
、「
三
の
君
の
」
と
て
賜
び
ぬ
れ
ば
、「
さ
て
、

少
将
殿
に
は
、
も
と
の
御
心
ざ
し
の
御
方
と
こ
そ
申
し
は
べ
ら
め
」
と
申
せ

ば
、「
よ
く
の
た
ま
ひ
た
り
。
そ
の
よ
し
を
」
と
て
、（『
住
吉
物
語
』
上
巻
、

三
〇
頁
）

（
24
）
中
納
言
殿
あ
き
れ
つ
つ
、「
こ
は
何
ご
と
」
と
問
ひ
た
ま
へ
ば
、「
申
し

出
づ
る
に
つ
け
て
も
、
心
憂
し
」、「
さ
て
何
ご
と
」
と
問
ひ
た
ま
へ
ば
、「
六

角
堂
の
別
当
と
か
や
言
ふ
法
師
、
忍
び
姫
君
の
も
と
へ
通
ひ
け
る
こ
と
、
さ

ら
に
知
ら
ず
。（『
住
吉
物
語
』
上
巻
、
六
四
頁
）

（
25
）
中
納
言
、「
な
ど
か
、
こ
れ
を
言
は
ず
あ
る
ら
ん
」
と
嘆
き
た
ま
ふ
。「
さ

て
昨
夜
、
こ
の
東
の
妻
戸
に
御
車
の
さ
ぶ
ら
ふ
を
、
御
方
々
の
人
、
御
参
り

と
思
ひ
て
、
目
も
と
ど
め
て
見
は
べ
ら
ず
さ
ぶ
ら
ひ
し
。」（『
住
吉
物
語
』

上
巻
、
九
五
頁
）

※
『
狂
言
集
』
の
用
例
（
六
八
例
）
は
紙
幅
の
都
合
で
省
略
す
る
。

�
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